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交
通
手
段
は
誰
も
が
直
面
す
る
問
題

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
自
動
車
の
運

転
に
不
安
を
覚
え
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保

す
る
こ
と
は
社
会
の
最
優
先
課
題
の
一

つ
で
す
。
バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
公
共

交
通
の
重
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま

す
。移
動
手
段
を
ど
う
確
保
す
る
か
は
、

全
て
の
市
民
が
い
ず
れ
は
直
面
す
る
問

題
で
す
。

公
共
交
通
維
持
に
は
課
題
も

　
公
共
交
通
に
対
す
る
市
の
昨
年
度
補

助
金
額
実
績
は
、
市
が
委
託
す
る
バ
ス

路
線
が
約
３
億
円
、
で
ま
ん
ど
相
乗
り

タ
ク
シ
ー「
マ
イ
タ
ク
」が
約
１
億
７
，

０
０
０
万
円
。
い
ず
れ
も
今
後
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
一
方
で
、
市
の
委

託
バ
ス
路
線
の
利
用
者
数
は
近
年
横
ば

い
傾
向
で
、
利
用
者
を
確
保
し
続
け
る

た
め
、
利
便
性
の
向
上
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は

バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
運
転
手
不
足
も

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

公
共
交
通
の
課
題
解
決
を
目
指
す

　

 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
自
動
運
転
実
験

　
上
毛
電
鉄
中
央
前
橋
駅
と
Ｊ
Ｒ
前
橋

駅
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
路
線
で
は
、

自
動
運
転
の
実
証
実
験
を
３
月
末
ま
で

実
施
。
乗
車
に
は
通
常
の
運
賃
（
一
般

１
０
０
円
、
小
学
生
50
円
）
が
必
要
で

す
。
実
際
に
営
業
し
て
い
る
バ
ス
路
線

で
実
験
を
す
る
の
は
全
国
初
の
試
み
で
す
。

　

実
証
実
験
中
の
バ
ス
は
週
３
〜
４

日
、
通
常
ダ
イ
ヤ
で
走
行
し
ま
す
。

● 

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
機
能

　
自
動
運
転
バ
ス
に
は
運
転
の
安
全
確

保
や
自
動
運
転
へ
の
不
安
解
消
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
搭
載
し
て
い

ま
す
。

　
実
験
の
開

始
に
先
立
ち
、

12
月
12
日
に

出
発
式
を
行

い
ま
し
た
。こ

の
実
験
で
、都

市
部
の
走
行

環
境
に
お
い
て

ロ
ー
タ
リ
ー
や

一
般
車
両
へ
の
影
響
が
あ
る
か
な
ど

の
課
題
を
検
証
し
ま
す
。今
後
、完
全

自
動
運
転
技
術
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、運

転
手
不
足
が
解
消
さ
れ
、公
共
交
通
の

維
持
確
保
が
期
待
で
き
ま
す
。

アンケートに協力をお願いします
　実証実験中、利用者にアンケートを実施。
　バス内にある二次元コードを読み取り
LINEから回答をお願いします。❷と❸の期
間中、回答者先着各10人にころとんシール
をプレゼントします。
期間＝❶１月24日㈭まで ❷１月25日㈮〜２
月８日㈮ ❸２月９日㈯〜３月31日㈰

　
こ
の
実
証
実
験
で
は
、
群
馬
大

で
進
め
て
き
た
研
究
の
成
果
を
実

装
し
て
い
ま
す
。
人
々
の
足
と
な

る
手
段
が
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と

に
危
機
感
を
覚
え
、
平
成
14
年
か

ら
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
一
番
の
目
的
は
技
術
の
検
証
で

は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
自
動

運
転
を
身
近
に
感
じ
て
受
け
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
、

と
に
か
く
安
全
面
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
路
線
を
限

定
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
足
と
し

て
根
付
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
段
階
的
に
技
術
を
導
入

し
、
完
全
自
動
運
転
で
の
実
用
化

を
目
指
し
ま
す
。
公
共
交
通
の
維

持
は
多
く
の
自
治
体
が
抱
え
て
い

る
課
題
で
す
。
こ
の
実
証
実
験
を

ス
タ
ー
ト
に
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

公共交通×新技術
誰もが安心して出掛けられるまちづくりを

自動運転バスはシステムに従い自動で走行
します。万が一に備え運転手が同乗します
が、通常時はハンドルを握りません。

❸コミュニケーションロボッ
トsota（ソータ）がアナウン
スし乗客の不安感を解消

（１月下旬から）

❶車両の位置情報などをリ
アルタイムで把握し、走行
ルートを指示・通知

❷ドアの付近や客席の様
子、運転状況などを遠隔
監視
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